
報告書

少林寺拳法で介護ができる実践講座

令和5年3月22日



日時：令和5年3月20日（月）14：00～16：00
場所：マルタス1階 多目的ホール１．２
参加人数 25名
内訳（一般応募22名、市職員（高齢者支援課3名））
アンケート回答数23名



アンケート結果



参加者について



受講して その１

１まったく思わない ～ ５ とても思う



１まったく思わない ～ ５ とても思う

受講して その2

１まったく思わない ～ ５ とても思う



受講して その3

１まったく楽しくなかった ～ ５ とても楽しかった １不満 ～ ５満足

１まったく思わない ～ ５ とても思う



本講座や市民会館に期待することなど、感想や意見



講座写真























所 感

①今回で3回目であったが、初めての方も多く、またこれまでと違って単独開催であり、2時間の講座
ということで、内容が重複する部分もありつつ、しっかりと体を動かす「知る⇒出来る」を意識した企画
で臨んだ。
②冒頭は硬さも見られたが、健康プログラムの介護予防体操を行ったことで受講者の緊張もほぐれた
様子であった。
③40代の介護職関係者から60代後半の介護者・被介護者、身近に迫った世代まで、幅広い年
齢の方々が受講されたが、どなたも熱心に受講され、一所懸命メモを取る姿が印象的であった。
④介護の際に暴れる方への対処法を聞かれることもあり、皆さんが様々な状況下で介護に悩まれて
いることもわかった。
⑤一つひとつの介護技術に対し、細かな質問も見られ、予定していた4技を紹介するにはやや時間
不足となり、後半は駆け足気味の進行となった。
⑥正直、介護技術のメニューとしては、あと数技程度しか引き出しはない（状況別技術が多いので、
どうしても似たような動きとなってしまうため）が、専門家による現行の介護技術紹介も含めながらの
互いの研究交換のような講座があってもよいかもしれない。
⑦当法人としても本講座の講師を務めることは、現場の状況を知る上でも大変良い機会をいただい
ている。


